
185 地図

方では，関東軍の撤
てっ

退
たい

やソ連軍の侵
しん

攻
こう

などにより，多くの日本人

がとりのこされた。また，当地で抗日戦を戦っていた金
キムイルソン（きんにっせい）

日成と，

亡
ぼう

命
めい

先のアメリカ合衆国で独立運動を進めていた李
イスンマン（りしょうばん）

承晩が，北緯

38度線で北と南に分割占領されていた朝鮮半島において影響力を

強めていった。戦時中に日本に占領されていた香
ホン

港
コン

は，引きつづ

きイギリス領となった。

アジア各地の
民族独立の波

東アジアをふくめたアジア各地では，戦後に

民族の独立をめざす動きが強まった。しかし，

連合国の戦後処理方針ではこれらの独立を想定しておらず，特に

東南アジアの各地では旧
きゅう

来
らい

の宗
そう

主
しゅ

国
こく

の復帰が見られた。

　戦時中に日本の占領下にあったべトナムでは，1945年9月にべト

ナム民主共和国の樹
じゅ

立
りつ

が宣言された。しかし，南部にフランス軍

が進
しん

駐
ちゅう

するとべトナム軍との衝
しょう

突
とつ

がおこり，これが1946年末から

全面的なインドシナ戦争へと発展した。インドネシアでは，第二

次世界大戦中に日本軍に協力していたス
5

カルノらを中心に，1945

年8月に独立が宣言され，オランダとの戦争をへて，1949年に独立

が達成された。また，フィリピンは，アメリカ合衆国から戦前に

約束されていた独立を1946年に達成した。

　イギリスの植民地イ
6

ンドでは，ヒンドゥー教徒やシク教徒らの

地域と，イスラーム教徒が多く住む地域がわかれて，1947年にイ

ンドとパキスタンとして分
ぶん

離
り

独立した。また，ビルマ（現ミャンマ

ー）とセイロン（現スリランカ）も1948年にあいついで独立した。
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Q4第二次世界大戦後のアジア

国際軍事裁判

　戦後，連合国によって史上は
じめて「平和に対する罪」や「人
道に対する罪」を訴

そ

追
つい

対象に加
えて戦争犯罪が追及された。ニ
ュルンベルクではナチスの指導
者らが戦犯として裁

さば

かれた。東
京の極

きょく

東
とう

国際軍事裁判では日本
の政府や軍の指導者らが「平和
に対する罪」を犯したA級戦犯
として裁かれた。また，捕

ほ

虜
りょ

虐
ぎゃく

待
たい

などの戦争犯罪を主とするBC
級裁判が個別の法廷でおこなわ
れた。しかし裁判では勝者の側
の責任が一

いっ

切
さい

問われなかったこ
となど，多くの問題をのこした。

　インドネシアの初代大統領
となり，1955 年のアジア・
アフリカ会議（➡ p.195）を主

しゅ

催
さい

す
るなど，独自の外交政策を展
開した。

スカルノ

5

　国民会議派の民族独立運動
に参加し，インド独立後は初
代首相に就

しゅう

任
にん

した。非同盟諸
国のなかで指導的な役割をは
たした（➡ p.195）。写真右はガン
ディー。

ネルー（1889－1964）
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済の導入や産業の近代化につとめる改革開放政策にとりくんだ。

人民公社を解
かい

体
たい

し，外国資本の導入や国営企業の民営化などを推
すい

進
しん

して，経済を成長させたが，同時に，インフレや所得格
かく

差
さ

，沿
えん

海
かい

部と内陸部との地域格差を引きおこした。また，胡
こ

耀
よう

邦
ほう

総書記

は政治の自由化をおし進めようとしたが，共産党の独裁体制は維

持されたままであった。こうした政治，経済面に対する不満は学

生や知識人の運動と結びつき，民主化運動へと発展していった。 

趙
ちょう

紫
し

陽
よう

総書記は学生らの要求に理解を示したが，この民
1

主化運動

は1989年6月4日に武力弾圧された（天
てん

安
あん

門
もん

事件）。この事件によ

って，西側諸国は中国に経済制裁を実施した。

東南アジア
ASEAN諸国は，ベトナム戦争の特需を受け，

また，アメリカ合衆国や日本などから外国資

本を導入したことで経済を発展させた。インドネシアではスハルト，

フィリピンではマルコス，マレーシアではマハティール，シンガ

ポールではリ
4

ー・クアンユーがリーダーシップを発揮して，開発

をおし進めた（開発独裁）。タイも外国資本を積極的に導入して，

経済を成長させた。しかし，貧
ひん

富
ぷ

の格差，伝統文化と環境の破壊

など，社会のひずみも拡大した。

　ベトナム戦争の終
しゅう

結
けつ

後，ベトナムは1978年にカンボジアに侵
しん

攻
こう

し，

翌年，カンボジアにヘン・サムリン政権を成立させた。しかし，

中国軍がゲリラ戦を展開したポル・ポト派を支持してベトナムに

侵攻し，中
ちゅう

越
えつ

戦争がおこった。ベトナムは国際的に孤
こ

立
りつ

し，経済

も疲
ひ

弊
へい

して多くの難
なん

民
みん

をだした。その後，1986年から開放政策（ド

イモイ）にふみ切り，1989年にカンボジアから撤
てっ

退
たい

した。
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　日本と中国（中華人民共和国）は，1952 年に日中民間貿易協定に調印し，その後の紆
う

余
よ

曲
きょく

折
せつ

を
へて，1962 年には日中長期総合貿易に関する覚書に調印（LT貿易）して，経済交流を加速させた。

このような日中間の民間交流と中国をめぐる国際関係の変化を背
はい

景
けい
（⇔ p.196−197）として，日中両政府は，1972 年，日中

共同声明で戦後の「不正常な状態」に終
しゅう

止
し

符
ふ

をうつことに合意し，1978 年に日中平和友好条約を締
てい

結
けつ

した。
　しかし，この正常化交渉は，日台断交や賠

ばい

償
しょう

放
ほう

棄
き

といった日中双方の政治決断を先行させたことから，短い準備期
間のもとでおこなわれた。そのため，当時の日中両政府は，いずれも国内の合意を十分に形

けい

成
せい

できたわけではなかっ
た。例えば，中国政府は，日本人が戦争を指導した軍国主義者と犠

ぎ

牲
せい

者
しゃ

である人民に区別されるという二分論によっ
て，戦争賠償の請求を放棄したが，この説明は当時の日中両国で十分に浸

しん

透
とう

したとはいい難
がた

い。
　日中両国には，1972 年の国交正常化までの道のりを冷静にふり返りつつ，今

こん

日
にち

の日中間に横たわる諸問題を理性
的に議論することが求められている。

日中国交正常化までの道のり

　1965 年，マレー人優先政
策をとるマレーシア連邦（マ
ラヤ連邦が旧英領ブルネイな
どを合

がっ

併
ぺい

して誕
たん

生
じょう

）から華
か

僑
きょう

・
華
か

人
じん

を中心とするシンガポー
ルを独立させた。

リー・クアンユー

4

開発独裁

　経済開発を正当性の根
こん

拠
きょ

と
した独裁体制は「開発独裁」と
よばれてきた。

ポル・ポト政権

　ポル・ポトを最高指導者とす
る政権。農業中心の社会主義建
設を強行して，多くの犠牲者を
だした。
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強化する動きもおこっている。

地
域
統
合
の
模
索

ヨーロッパ統
とう

合
ごう 経済共同体として発展してきたECは，1986

年の単
たん

一
いつ

欧州議
ぎ

定
てい

書
しょ

の調印によって政治的統

合への一歩をふみだした。1992年には，通貨統合，共通の外交安

全保障政策，内政と司法での協力などを目標とするマーストリヒ

ト条約が締
てい

結
けつ

され，1993年にEU（ヨーロッパ連合）が発足した。

その後，北欧諸国や中東欧の旧
きゅう

社会主義諸国があらたに参加して

いる。経済面では，単一市場としてのEUは，アメリカ合衆国に匹
ひっ

敵
てき

する経済圏と考えられるようになった。1999年には共通通貨ユ

ーロが導入され，通貨の統合も進んだ。また，欧州市民権という

考え方が導入され，加盟国の国民に対して，EU域内における自由

な移動と一定の政治参加の権利が保障されるようになった。環境

政策，気候変動への対応といった課題についても共通の目標が定

められ，国際政治に影響を与えるようになった。

　こうして，多
た

様
よう

性のなかの統合という理念をかかげたこころみ

がつづいた。いっぽうで2000年代以降になると，統合のさらなる

進展をめざした欧州憲法条約の批
ひ

准
じゅん

がいきづまり，経済危機のな

かでユーロの存続が一時あやぶまれる事態もおきた。EU諸国は，

加盟国間の経済格
かく

差
さ

，各国内に居
きょ

住
じゅう

する移
い

民
みん

との文
2

化的摩
ま

擦
さつ

，中
ちゅう

東
とう

，アフリカなどからの難
なん

民
みん

の急増などの課題をかかえ，加盟国

の一部にEUからの離
り

脱
だつ

をめざす動きも生じている。
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ランド，スウェーデン加盟
共通通貨ユーロ導入
ユーロ通貨の一般使用開始
EUに，東欧諸国など10か
国が加盟
EUに，ブルガリア，ル ー
マニアが加盟
リスボン条約
EUに，クロアティアが加
盟（28か国）
英，国民投票でEU離脱が
賛成多数
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ブラジルなど13か国

北米自由貿易協定
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アメリカ，カナダ, 
メキシコ

Q1世界の地域統合への動き

　世界の各地域における
地域統

とう

合
ごう

の方向について
考えてみよう。

EUの主要機関

　欧州理事会はブリュッセ
ル（ベルギー），欧州議会は
ストラスブール（フランス），
司法裁判所はルクセンブル
ク（ルクセンブルク）におか
れている。
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22 ムッソリーニのローマ進軍
23 ルール占領（～25）
25 ロカルノ条約

29 ラテラノ条約

32 オタワ会議
33 ドイツ，ヒトラーが首相
となる

36 スペイン内戦（～39）
38 ミュンヘン会談
　　　39  独ソ不可侵条約，第二次世界大戦（～ 45）
40  日独伊，三国軍事同盟

　　　　　　　　　41　独ソ戦開始
44 連合軍，ノルマンディー上陸作戦

58 EEC発足
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67 EC発足

　　　　　　73  東西ドイツ，国連加盟

90 ドイツ統一

93 マーストリヒト条約発効，
　　EU成立

99 EU，ユーロ導入

              13　EU拡大（加盟国28か国に）

16 イギリス，国民投票でEU
　離脱が賛成多数

21 新経済政策（ネップ）
22 ソヴィエト社会主義共和
国連邦成立

24 レーニン死去

28 第１次５か年計画

34 ソ連，国際連盟加盟
35 コミンテルン第７回大会
（人民戦線戦術採用）

40 ソ連，バルト三国併合

41 日ソ中立条約

45 ソ連，対日参戦

47 コミンフォルム結成（～56）

49 コメコン成立（～ 91）

55 ワルシャワ条約機構（～91）
56 スターリン批判
 ポーランド，ハンガリー
で反ソ暴動

61 ベルリンの壁建設
 　　　　　　61  非同盟諸国首脳会議
62 中ソ対立表面化

68 「プラハの春」

79 ソ連，アフガニスタン侵攻
80 ポーランド，「連帯」成立

86 ソ連，チェルノブイリ事故
 ペレストロイカ始まる
89 東欧の体制転換

91 ワルシャワ条約機構解散
 ソ連解体
95 ボスニア紛争停戦

99 コソヴォ紛争停戦

08 ロシア，グルジアに侵攻

14 ロシア，クリミア半島（ウ
クライナ）の編入を宣言

30 ガンディー，「塩の行進」
　 を開始

34 ネルー，国民会議派の指
　 導者となる
35 新インド統治法公布

47 インド連邦，パキスタン
独立，第１次インド・パ
キスタン（印パ）戦争

54 インド・中国間で平和
五原則確認

　　　　　　　　61  非同盟諸国首脳会議
62 中国・インド国境紛争

65　第2次印パ戦争

71 バングラデシュ，独立
宣言

 第３次印パ戦争

90
ごろ 
インド，経済改革進む

98 インド，パキスタン両国
が核実験

　　　　04  スマトラ沖大地震（インド洋大津波）

30 ホー・チ・ミン，インドシ
　 ナ共産党結成

40 日本軍，仏領インドシナ
　 進駐

　　　　　　　　41  太平洋戦争（～45）

　　　　　　　　45  太平洋戦争終了
45 インドネシア，独立宣言
46 インドシナ戦争（～54）
　　フィリピン独立
48　ビルマ独立

54 SEATO発足
　　ジュネーヴ休戦協定
55 アジア・アフリカ会議
　　（バンドン会議）
60　ベトナム戦争（～ 75）

65 アメリカ，べトナムへの
軍事介入本格化

 インドネシア，九・三〇
事件

67　ASEAN発足

73 べトナム和平協定調印
75 べトナム戦争終わる
76 べトナム社会主義共和国
成立

78 べトナム軍，カンボジア
侵攻

　　　　　79  中国，べトナムに侵攻（中越戦争）

86　ベトナム，ドイモイ始まる
89　ベトナム軍，カンボジア
から撤兵

97　アジア通貨危機

02　東ティモール独立

16 ミャンマーで非軍事政権
　発足

21 中国共産党結成
24 第１次国共合作（～ 27）
25　五・三○事件
26 北伐開始（～28）
27 上海クーデタ
28  北伐終了

　　　　　　　　31  満洲事変
　　　　　　　　32  日本，満洲国を樹立
34 中国共産党，長征開始
36 西安事件
　　　　　　　　37  日中戦争始まる，南京虐殺事件
37 第２次国共合作

48 大韓民国，朝鮮民主主
義人民共和国成立

49 中華人民共和国成立
50 朝鮮戦争（～53）

53 中国，第１次５か年計画

58　第２次５か年計画（大躍
進運動）

　 人民公社の開始（～85）
60 中ソ論争

64 中国，原爆初実験
　　　　　　　　65  日韓基本条約調印
66 中国，文化大革命始まる
（～76）

71 中国，国連の代表権獲得
　　　　　　　72  日中共同宣言，日中国交正常化

　　　　　　　　78  日中平和友好条約調印
78　中国，「四つの現代化」始
まる

88 ソウル・オリンピック
89 天安門事件

91　韓国，北朝鮮が国連に同
時加盟

97 香港，中国に返還
99　マカオ，中国に返還
00 朝鮮半島南北首脳会談

06 北朝鮮，核実験実施
08 北京オリンピック

18 朝鮮半島南北首脳会談
米朝首脳会談

25 治安維持法，普通選挙法

40　日独伊，三国軍事同盟

41 日ソ中立条約

45 広島，長崎が原爆投下さ
れる

　　連合国に降伏
46 日本国憲法公布

51 サンフランシスコ平和条約

56 日ソ共同宣言
 国際連合加盟

64 東京オリンピック

72 沖縄復帰

73 第１次石油危機

89 消費税実施

91 海上自衛隊，ペルシア湾
派遣

95 阪神・淡路大震災
 地下鉄サリン事件

03 自衛隊，イラク派遣
　　（～09）
09 民主党中心の政権発足
（～12）

11 東日本大震災，福島第
一原子力発電所事故

14 「集団的自衛権」の行使
容認を閣議決定

15 安全保障関連法成立

22 オスマン帝国滅亡
23 ローザンヌ条約調印
　　トルコ共和国成立
25 イラン，パフレヴィー朝
成立

32 サウジアラビア王国成立
 イラク王国独立

36 イギリス，スエズ運河地
帯をのぞく撤兵に同意

45 アラブ連盟結成

48 イスラエル成立
 第１次中東戦争（～49）

51 イラン，石油国有化
52 エジプト革命
56 第２次中東戦争（～57）
57 ガーナ独立
60 「アフリカの年」（17か国
独立），コンゴ動乱

62 アルジェリア独立
63 OAU結成
67 第３次中東戦争

73 第４次中東戦争

79 エジプト・イスラエル平
和条約調印

 イラン・イスラーム革命
80 イラン・イラク戦争（～88）

90 イラク，クウェートに侵攻

91 湾岸戦争
 南ア，アパルトヘイト体
制終結

93 イスラエル，PLO，相互
承認，暫定自治協定調印

01 アメリカなど，対アフガ
ニスタン軍事行動

02 AU成立
03 イラク戦争

11  エジプト，ムバラク政権
崩壊

　南スーダン独立

21 ワシントン会議（～22）
24 移民法（排日移民法）成
立

　　　　　　　 　　 28  不戦条約
29 世界恐慌

33 F・ローズヴェルト大統領
が就任，ニュー・ディール
政策

35 ワグナー法

　　　　　　　　　41　大西洋憲章
41 太平洋戦争（～45）

　　45 ヤルタ会談，ポツダム宣言，第二次世界大戦終了，国際連合成立
　　47 トルーマン・ドクトリン，マーシャル・プラン
48　OAS成立
　　　　　　　　　49  NATO結成 

51 ANZUS発足

　　　　　　　 54　ジュネーヴ会議
　　　　　　　 55　ジュネーヴ４巨頭会議

59 キューバ革命

62 キューバ危機
　　　　　　  63  米・英・ソ3国部分的核実験停止条約
64 公民権法成立

69 人類初の月面着陸成功
　 ベトナム反戦運動高まる

70 チリ，アジェンデ社会
主義政権発足（～ 73）

71 アメリカ，ドル防衛策発
表

　　　　　　　　75  第１回先進国首脳会議（サミット）

79 米中国交樹立

87 米ソ，中距離核戦力
　（INF）全廃条約
89 米ソ首脳マルタ会談

94 NAFTA発効

　　　　　　　　96  包括的核実験禁止条約（CTBT），国連で採択

01 9.11事件
08 世界金融危機
09 アメリカ，オバマ大統領
が就任

15 アメリカ，キューバ国交
回復

18 米朝首脳会談
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22 ムッソリーニのローマ進軍
23 ルール占領（～25）
25 ロカルノ条約

29 ラテラノ条約

32 オタワ会議
33 ドイツ，ヒトラーが首相
となる

36 スペイン内戦（～39）
38 ミュンヘン会談
　　　39  独ソ不可侵条約，第二次世界大戦（～ 45）
40  日独伊，三国軍事同盟

　　　　　　　　　41　独ソ戦開始
44 連合軍，ノルマンディー上陸作戦

58 EEC発足
60　EFTA発足

66 フランス，NATO軍から離脱
67 EC発足

　　　　　　73  東西ドイツ，国連加盟

90 ドイツ統一

93 マーストリヒト条約発効，
　　EU成立

99 EU，ユーロ導入

              13　EU拡大（加盟国28か国に）

16 イギリス，国民投票でEU
　離脱が賛成多数

20 イギリス，EU離脱

21 新経済政策（ネップ）
22 ソヴィエト社会主義共和
国連邦成立

24 レーニン死去

28 第１次５か年計画

34 ソ連，国際連盟加盟
35 コミンテルン第７回大会
（人民戦線戦術採用）

40 ソ連，バルト三国併合

41 日ソ中立条約

45 ソ連，対日参戦

47 コミンフォルム結成（～56）

49 コメコン成立（～ 91）

55 ワルシャワ条約機構（～91）
56 スターリン批判
 ポーランド，ハンガリー
で反ソ暴動

61 ベルリンの壁建設
 　　　　　　61  非同盟諸国首脳会議
62 中ソ対立表面化

68 「プラハの春」

79 ソ連，アフガニスタン侵攻
80 ポーランド，「連帯」成立

86 ソ連，チェルノブイリ事故
 ペレストロイカ始まる
89 東欧の体制転換

91 ワルシャワ条約機構解散
 ソ連解体
95 ボスニア紛争停戦

99 コソヴォ紛争停戦

08 ロシア，グルジアに侵攻

14 ロシア，クリミア半島（ウ
クライナ）の編入を宣言

30 ガンディー，「塩の行進」
　 を開始

34 ネルー，国民会議派の指
　 導者となる
35 新インド統治法公布

47 インド連邦，パキスタン
独立，第１次インド・パ
キスタン（印パ）戦争

54 インド・中国間で平和
五原則確認

　　　　　　　　61  非同盟諸国首脳会議
62 中国・インド国境紛争

65　第2次印パ戦争

71 バングラデシュ，独立
宣言

 第３次印パ戦争

90
ごろ 
インド，経済改革進む

98 インド，パキスタン両国
が核実験

　　　　04  スマトラ沖大地震（インド洋大津波）

30 ホー・チ・ミン，インドシ
　 ナ共産党結成

40 日本軍，仏領インドシナ
　 進駐

　　　　　　　　41  太平洋戦争（～45）

　　　　　　　　45  太平洋戦争終了
45 インドネシア，独立宣言
46 インドシナ戦争（～54）
　　フィリピン独立
48　ビルマ独立

54 SEATO発足
　　ジュネーヴ休戦協定
55 アジア・アフリカ会議
　　（バンドン会議）
60　ベトナム戦争（～ 75）

65 アメリカ，べトナムへの
軍事介入本格化

 インドネシア，九・三〇
事件

67　ASEAN発足

73 べトナム和平協定調印
75 べトナム戦争終わる
76 べトナム社会主義共和国
成立

78 べトナム軍，カンボジア
侵攻

　　　　　79  中国，べトナムに侵攻（中越戦争）

86　ベトナム，ドイモイ始まる
89　ベトナム軍，カンボジア
から撤兵

97　アジア通貨危機

02　東ティモール独立

16 ミャンマーで非軍事政権
　発足

21 中国共産党結成
24 第１次国共合作（～ 27）
25　五・三○事件
26 北伐開始（～28）
27 上海クーデタ
28  北伐終了

　　　　　　　　31  満洲事変
　　　　　　　　32  日本，満洲国を樹立
34 中国共産党，長征開始
36 西安事件
　　　　　　　　37  日中戦争始まる，南京虐殺事件
37 第２次国共合作

48 大韓民国，朝鮮民主主
義人民共和国成立

49 中華人民共和国成立
50 朝鮮戦争（～53）

53 中国，第１次５か年計画

58　第２次５か年計画（大躍
進運動）

　 人民公社の開始（～85）
60 中ソ論争

64 中国，原爆初実験
　　　　　　　　65  日韓基本条約調印
66 中国，文化大革命始まる
（～76）

71 中国，国連の代表権獲得
　　　　　　　72  日中共同宣言，日中国交正常化

　　　　　　　　78  日中平和友好条約調印
78　中国，「四つの現代化」始
まる

88 ソウル・オリンピック
89 天安門事件

91　韓国，北朝鮮が国連に同
時加盟

97 香港，中国に返還
99　マカオ，中国に返還
00 朝鮮半島南北首脳会談

06 北朝鮮，核実験実施
08 北京オリンピック

18 朝鮮半島南北首脳会談
米朝首脳会談

25 治安維持法，普通選挙法

40　日独伊，三国軍事同盟

41 日ソ中立条約

45 広島，長崎が原爆投下さ
れる

　　連合国に降伏
46 日本国憲法公布

51 サンフランシスコ平和条約

56 日ソ共同宣言
 国際連合加盟

64 東京オリンピック

72 沖縄復帰

73 第１次石油危機

89 消費税実施

91 海上自衛隊，ペルシア湾
派遣

95 阪神・淡路大震災
 地下鉄サリン事件

03 自衛隊，イラク派遣
　　（～09）
09 民主党中心の政権発足
（～12）

11 東日本大震災，福島第
一原子力発電所事故

14 「集団的自衛権」の行使
容認を閣議決定

15 安全保障関連法成立

22 オスマン帝国滅亡
23 ローザンヌ条約調印
　　トルコ共和国成立
25 イラン，パフレヴィー朝
成立

32 サウジアラビア王国成立
 イラク王国独立

36 イギリス，スエズ運河地
帯をのぞく撤兵に同意

45 アラブ連盟結成

48 イスラエル成立
 第１次中東戦争（～49）

51 イラン，石油国有化
52 エジプト革命
56 第２次中東戦争（～57）
57 ガーナ独立
60 「アフリカの年」（17か国
独立），コンゴ動乱

62 アルジェリア独立
63 OAU結成
67 第３次中東戦争

73 第４次中東戦争

79 エジプト・イスラエル平
和条約調印

 イラン・イスラーム革命
80 イラン・イラク戦争（～88）

90 イラク，クウェートに侵攻

91 湾岸戦争
 南ア，アパルトヘイト体
制終結

93 イスラエル，PLO，相互
承認，暫定自治協定調印

01 アメリカなど，対アフガ
ニスタン軍事行動

02 AU成立
03 イラク戦争

11  エジプト，ムバラク政権
崩壊

　南スーダン独立

21 ワシントン会議（～22）
24 移民法（排日移民法）成
立

　　　　　　　 　　 28  不戦条約
29 世界恐慌

33 F・ローズヴェルト大統領
が就任，ニュー・ディール
政策

35 ワグナー法

　　　　　　　　　41　大西洋憲章
41 太平洋戦争（～45）

　　45 ヤルタ会談，ポツダム宣言，第二次世界大戦終了，国際連合成立
　　47 トルーマン・ドクトリン，マーシャル・プラン
48　OAS成立
　　　　　　　　　49  NATO結成 

51 ANZUS発足

　　　　　　　 54　ジュネーヴ会議
　　　　　　　 55　ジュネーヴ４巨頭会議

59 キューバ革命

62 キューバ危機
　　　　　　  63  米・英・ソ3国部分的核実験停止条約
64 公民権法成立

69 人類初の月面着陸成功
　 ベトナム反戦運動高まる

70 チリ，アジェンデ社会
主義政権発足（～ 73）

71 アメリカ，ドル防衛策発
表

　　　　　　　　75  第１回先進国首脳会議（サミット）

79 米中国交樹立

87 米ソ，中距離核戦力
　（INF）全廃条約
89 米ソ首脳マルタ会談

94 NAFTA発効

　　　　　　　　96  包括的核実験禁止条約（CTBT），国連で採択

01 9.11事件
08 世界金融危機
09 アメリカ，オバマ大統領
が就任

15 アメリカ，キューバ国交
回復

18 米朝首脳会談
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